











最適性理論 (OptimalityTheory，以下 OT) は、 Prince& Smolensky (1993)， McCarthy & Prince 
(1993)を起源とし、以来様々な理論的派生を経験しつつ現在に至っている。 OTのそれまで
の理論に対する主要な特徴は、それまでの理論が、規則とそれに基づく派生によって音韻的




















































音挿入と子音削除のどちらが起こるかは、 (2)に示す制約 (Kager1999: 205など)の相互作
用による。
(1) 市ComplexOnset (*CompONS):オンセットの子音連続を禁ずる。











(4) /CCV/→ CV 
/CCV/ *CompONS : DEP MAX 
CCV *1 
CVCV *1 





について、モーラの有無を用いた説明をしている。 Prince& Smolensky (1993)では音節の端の
要素(特にコーダ)としての適切さについて、聞こえ度階層 (sonorityhierarchy; Selkirk 1984， 
Kenstowicz 1994など)を応用し、次の制約とその序列を提案している。これにより、音節の
端の要素としては聞こえ度のより低いものがふさわしいということになる。
(5) *Margin/x (*M/x):分節音 xは音節の端にあってはならない。
ランキング *M/vowel>>事M/glide>> *M/1ateral >> *M/nasal >> *M/obstruent 
たとえば、朝鮮語においては入力で与えられるコーダの阻害音は (6)が示すとおり、 [-p，-t， 
司 k]に中和される。これは、聞こえ度の最も低い破裂音が音節末端部として最もふさわしいと
いうことを明示している例であるといえる。
(6) a. /_p， _ph/ → -p 
b. /・t，開th，-tJ， -tJh， -s，イl)，-M →ーt







保持 (7b)、先行母音との融合 (7c) の例を示す。
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(7) a.の gentil[3αti] 「やさししリ
outil [uti] 「道具J
b. /1/ animal [animal] 「動物」
seul[sal] 「唯一の」
belle [bd] 「美しい， 五sg.J


















































(10) a. -(l)k; hwlk→ hwk 「土j
b.・(l)m; salm.ta→ sam.t'a 「ゆでるj
c.・(l)p; palp.ta→ pap.t'a 「踏むj
d.・(I)ph; Wlph.ta→ wp.t'a 「吟ずるJ
e. -k(s); n;)ks→ n;)k 「魂J
王-p(s); ;)ps.ta→ ;)p.t'a i(-が)なしリ
g.圃 I(s); kols→ kol 「方向」
h. -n(h); manh.ta→ man.tha 「たくさんあるJ
i. -I(h); ilh.ta→ il. tha 「失う」
j. -n(t.l); antf.ta→ an. t'a 「座る」










(12) Ipalp.tal→ pap.t'a 
Ipalpl *COMPCODA 4) : CODACON : *M/lat *M/obs 
a. palp *' * 
b. pal *' 
Gf'c.pap * 
(10d) _(l)ph→ -pにおいては、気息音のコーダでの出現が上記 CODACON制約によって妨げ
られ、無気音化した Iplに音韻交替したものが最適形となるが、これは、対応理論に基づく
忠実性制約 IOENT(下記 (13))に違反するものの、これを *M/lat，*M/nasなどより下位に序
列することで導くことができる。
(13) Identity [F] (IDENT):対応する分節音は素性 [F]において一致する。
(14)ランキング: *M/vowel>> *M/glide >>事M/lateral>>*M/nasal>> IOENT>> *M/obstruent 
(15) !旧Iph.ta!→叩.t'a
lrulphl *COMPCODA : COOACON :本M/lat IOENT *M/obs I 
a. rulph *' * * 
b. rul *' 
c.悶ph *' * 



































(16) a. /s/ +子音:母音挿入
‘stick'→ si.tik 
‘store'→ si.to 























Yip (1993: 285)は、上記 (15a，b i， bi)について最適性理論を用いておよそ以下のように評
価されるとしている九
(18)‘switch'→ si.wit.tsi 
‘switch' *COMPONS : MINWO : MAX DEP 
a. SWit.tSl *' 
b.Gi'si.wit.tsi 
c. wit.si *' 
d. sit.si *' 
e. it.si *'* 
(19) 'fluke'→ fu.1uk 
‘fluke' *COMPONS: M刑 Wo: MAX DEP 
a. fluk *' 
b.Gi'fu.1uk * 
c. fuk *' 
d. luk *' * 
e. uk *' * 
(20)‘freezer'→ fi.sa 
‘freezer' *COMPONS : MINWo : MAX DEP I 
a. fli.sa *' 
b. fi.1i.sa *' 
c.Gi'fi品
d. li.sa *' 
e. 1.sa *' 
これらの表において注目すべきなのは候補形 (19c)，(20c)の流音の削除に関して MAX制約
40-





















c，C， p t k ? b d ロ1 n Jl 。V r s h 
p 。。。。 。 。。。 。。。。。
t 。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。。。。。 。。 。。 。
k 。。。 。。。。。。。。。。。。。
s 。。 。。。。。。。。。 。。
? 。
m 。。 。 。。。 。。。。。 。。。 。 。。 。
※Oが実在するもの
この分布から、いくつかの傾向を読み取ることができる。第 3節で音節の端の要素として
ホM/xと、聞こえ度の異なる分節音の聞のランキング (*M/vowel>> *M/glide>> *M/lateral >> 




は8つの音素のうち 5つも存在する (!p，t， k， ?Iの4っと、閉鎖音を二重調音として含む破擦
音 1tf 1)。その他の 3音素に関しては、 Islを除き連続子音のパターンが閉鎖音に比べて少な
いのがわかる(この際、 Islの聞こえ度に関する特異性は注目しなければならなし、)。さらに、












(23) a. khmae 「クメーノレ・カンボジアJ
phtEah 「家j
b. kraoi 「うしろ」













































4) *CompCoda (*Complex Coda):コーダの子音連続を禁止する。 (Kuwamoto2008: 73) 
5) Yip (1993: 284)における評価表を基にしたが、当該表中、 OK-σ → *COMPONS，PARSE→ 
MAX， FILL→ DEPと改めた。また、ここでの制約は、 *COMPONS(*Complex Onset):オン
セットに子音連続を許さない、 M凹 WD:最小の語は 2音節である (Yip1993: 281)、を意味
し、制約の読み替えなどを行っているものの、基本的にはすべて Yip(1993)の主張を妨げ
るものではない。
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SUMMARY 
Optimality Theory has been variously developed and improved in order to explain complicated 
phonological phenomena since the beginning. In this paper 1 focus on segment deletion， or 
preservation in syllable edges， and explain how such phenomena have thus far been analyzed. In the 
coda position， for example in Korean， cluster simplification takes place by some constraints based on 
sonority hierarchy in addition to the interaction between MAX and DEP constraints. In the onset 
position， however， sonority hierarchy-based constraints cannot function effectively to deal with onset 
cluster simplification in Cantonese loanwords. We must， therefore， explain both onset and coda 
conditions systematically in the future. It is also suggested that more information is necessary on 
segment clusters in various languages， such as Khmer， an onset cluster rich language， inorder for an 
Optimality Theoretic approach to be effective in analyzing such segment structures. 
(秋田工業高等専門学校 准教授)
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